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特別記事

特
別
記
事

池
井
優
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

池
井
優
君
が
博
士
（
法
学
）
学
位
を
請
求
す
る
た
め
に
提
出
し
た
論
文

は
『
日
本
外
交
の
現
代
史
的
展
開
』
で
あ
る
。

ー
　
本
論
分
の
構
成

本
論
分
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
部

　
第
一
章

　
第
二
章

　
第
三
章

第
二
部

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

　
第
七
章

　
第
八
章

第
三
部

日
本
外
交
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

　満州

事
変
へ
の
対
応

　
日
中
戦
争
へ
の
対
応

独
ソ
不
可
侵
条
約
へ
の
対
応

日
本
外
交
と
国
際
ス
ポ
ー
ツ

　
一
九
四
〇
年
”
幻
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”

　
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
政
治
利
用

　東

洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
と
「
満
州
国
」
参
加
問
題

　
日
中
ス
ポ
ー
ツ
交
流
（
一
九
五
六
ー
一
九
七
二
）

　
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
イ
コ
ッ
ト
の
政
治
過
程

日
本
外
交
と
非
政
府
団
体

第
九
章
　
日
台
関
係
と
日
華
協
力
委
員
会

第
一
〇
章
　
日
ソ
関
係
と
日
本
対
外
文
化
協
会

第
一
一
章
　
蒋
介
石
総
統
の
死
去
と
弔
問
外
交

　
“
　
本
論
文
の
概
要

　
本
論
文
は
「
第
一
部
　
日
本
外
交
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
、
「
第
二
部
　
日

本
外
交
と
国
際
ス
ポ
ー
ッ
」
、
「
第
三
部
　
日
本
外
交
と
非
政
府
団
体
」
の

三
部
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
「
第
一
部
　
日
本
外
交
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
に
お
い
て
は
、
満
州
事
変
、

日
中
戦
争
、
独
ソ
不
可
侵
条
約
に
対
す
る
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
あ
る

い
は
言
論
界
の
対
応
を
分
析
し
て
い
る
。

　
第
一
章
及
び
第
二
章
は
、
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
位
置
づ
け
と
役
割

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
世
界
恐
慌
の
波
及
に
よ
っ
て
日
本
の
新
聞
界

で
は
、
小
資
本
に
よ
り
経
営
さ
れ
て
い
る
新
聞
が
倒
産
し
、
大
資
本
に
よ

り
経
営
さ
れ
て
い
る
新
聞
に
吸
収
合
併
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
朝
日
系
、
毎

日
系
を
中
心
と
す
る
全
国
紙
が
登
場
し
た
。
ま
た
こ
の
頃
か
ら
オ
ピ
ニ
オ

ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
後
退
し
、
大
衆
が
親
し
め
る
マ
ス
ペ
ー
パ
ー
の
時

代
に
転
換
し
た
。
す
な
わ
ち
、
高
速
度
輪
転
機
、
飛
行
機
、
電
送
写
真
を

駆
使
し
た
機
械
化
に
よ
る
速
報
性
が
重
視
さ
れ
、
大
衆
の
喜
び
そ
う
な
記

事
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
聞
の
マ
ス
ペ
ー
パ
ー
と
並
び
、
講
談

社
の
九
大
雑
誌
に
代
表
さ
れ
る
マ
ス
マ
ガ
ジ
ン
が
登
場
す
る
。
さ
ら
に
ラ

ジ
オ
の
出
現
に
よ
り
電
波
メ
デ
ィ
ア
が
活
字
メ
デ
ィ
ア
と
並
ぶ
影
響
力
を

持
ち
は
じ
め
、
ト
ー
キ
ー
の
発
明
に
よ
っ
て
、
映
画
も
映
像
と
音
声
が
合
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体
し
た
新
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
視
聴
覚
に
訴
え
る
大
き
な
存
在
と
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
国
家
と
国
民
の
運
命
を
左
右
す
る
戦
争

に
よ
り
発
行
部
数
を
増
大
さ
せ
、
聴
取
率
を
あ
げ
た
。
新
聞
社
は
多
数
の

特
派
員
と
カ
メ
ラ
マ
ン
を
現
地
に
送
り
、
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
紙
面
作

り
に
力
を
入
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
特
派
員
の
講
演
会
、
献
金
運
動
、
展

覧
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
戦
意
昂

揚
を
計
っ
た
。

　
ラ
ジ
オ
は
ニ
ュ
ー
ス
、
ニ
ュ
ー
ス
解
説
、
教
養
講
座
な
ど
で
、
た
と
え

ば
満
州
事
変
の
報
道
と
共
に
日
本
の
正
当
性
を
訴
え
、
現
地
の
軍
隊
を
励

ま
す
夕
べ
を
催
す
な
ど
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
映
画
も
、
新
聞
社
作
製

の
ニ
ュ
ー
ス
映
画
に
加
え
て
、
映
画
会
社
が
時
局
便
乗
で
作
り
だ
す
戦
争

映
画
は
、
「
暴
虐
な
支
那
兵
・
勇
敢
日
本
軍
・
そ
れ
を
支
え
る
国
民
」
と

い
う
図
式
で
国
民
の
戦
争
熱
を
煽
っ
た
。
上
海
事
変
の
い
わ
ゆ
る
「
肉
弾

三
勇
士
」
は
、
映
画
会
社
六
社
が
こ
れ
を
競
作
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
マ

ス
マ
ガ
ジ
ン
も
『
キ
ン
グ
』
、
『
少
年
倶
楽
部
』
な
ど
が
競
っ
て
軍
国
美
談

を
掲
載
し
、
老
人
か
ら
児
童
に
至
る
ま
で
、
戦
争
の
正
当
性
を
信
じ
込
ま

せ
る
上
で
大
な
る
役
割
を
演
じ
た
。

　
第
三
章
は
、
平
沼
駿
一
郎
首
相
を
し
て
「
欧
州
の
天
地
は
複
雑
怪
奇
」

と
の
談
話
を
発
表
せ
し
め
、
内
閣
総
辞
職
を
も
た
ら
し
た
独
ソ
不
可
侵
条

約
に
対
す
る
日
本
の
新
聞
と
言
論
人
の
反
応
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
日
本
の
新
聞
と
言
論
人
は
、
（
一
）
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
と
ソ
連
が
突

如
接
近
し
た
理
由
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
（
二
）
独

ソ
の
接
近
を
何
故
察
知
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
（
三
）
独
ソ
不
可
侵
条
約

の
締
結
は
日
本
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
考
え
、
新
時
代
の
到

来
に
対
し
日
本
は
い
か
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
、
提
言
し
た
の
か
、

（
四
）
独
ソ
不
可
侵
条
約
の
締
結
か
ら
ど
の
よ
う
な
教
訓
を
得
た
か
、
と

い
う
点
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
『
朝
日
新
聞
』
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
、

『
外
交
時
報
』
、
『
文
藝
春
秋
』
、
『
東
洋
経
済
新
報
』
、
『
日
本
及
日
本
人
』

等
を
詳
細
に
検
討
し
た
上
で
、
論
者
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
ま
ず
、
独
ソ
の
接
近
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
に
と
っ
て
も
予
測

の
範
囲
を
超
え
て
い
た
が
、
と
り
わ
け
パ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
経
験
に

乏
し
い
日
本
の
多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
言
論
人
は
、
驚
き
を
隠
し
切
れ

な
か
っ
た
。
結
局
、
独
ソ
の
接
近
は
両
国
の
国
益
に
合
致
し
た
の
だ
と
日

本
の
言
論
人
は
理
由
づ
け
た
が
、
そ
れ
は
後
の
祭
で
あ
っ
た
。
第
二
の
独

ソ
接
近
を
察
知
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
実
は
日
本
国
内
で
は

情
報
が
得
ら
れ
て
も
、
そ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
が
は
ば
か
ら
れ
、
現
地
で

は
出
先
機
関
の
関
係
者
が
一
定
の
先
入
観
を
も
っ
て
い
た
た
め
独
ソ
接
近

を
察
知
で
き
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
察
知
で
き
て
も
公
表
で
き
な
か
っ

た
。
第
三
に
日
本
へ
の
影
響
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
長
期
化
し
て
い
る
日

中
戦
争
に
関
連
し
て
も
、
日
独
関
係
の
冷
却
化
は
ド
イ
ッ
の
中
国
へ
の
支

援
の
積
極
化
と
な
り
、
ま
た
ソ
連
の
中
国
共
産
党
へ
の
積
極
的
な
援
助
と

な
っ
て
、
日
中
戦
争
の
解
決
は
困
難
に
な
る
と
い
う
推
測
が
あ
っ
た
。
し

か
し
他
方
に
は
、
英
仏
は
独
ソ
の
接
近
に
よ
り
神
経
を
欧
州
に
集
中
す
る

た
め
、
援
蒋
政
策
に
組
酷
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
、
日
本
に
有
利
と
す
る

見
解
も
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
事
態
の
急
変
に
よ
り
日
本
の
言
論
界
は
混

乱
を
呈
し
た
。
最
後
に
、
日
本
の
得
た
教
訓
で
あ
る
が
、
（
1
）
国
際
政
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治
に
お
け
る
。
ハ
ワ
ー
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
の
現
実
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
、

（
2
）
希
望
的
観
測
を
ま
じ
え
た
考
え
方
の
危
険
な
こ
と
、
（
3
）
言
論
・

報
道
の
自
由
の
必
要
性
、
（
4
）
外
交
の
一
元
化
な
ど
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
以
上
が
第
三
章
の
分
析
で
あ
る
。

　
「
第
二
部
　
日
本
外
交
と
国
際
ス
ポ
ー
ッ
」
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
中

心
に
、
日
本
と
国
際
ス
ポ
ー
ッ
の
関
係
を
論
考
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
四
章
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
一
九
四
〇
年
は
「
皇
紀
」
二
六

〇
〇
年
に
あ
た
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
東
京
ヘ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
招
致

し
た
い
と
東
京
市
、
政
府
が
動
き
出
し
た
。
も
し
実
現
し
た
な
ら
ば
ア
ジ

ア
で
初
め
て
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
日
本
の
1
0
C
委
員
は
外
務
省

と
出
先
機
関
の
協
力
を
得
て
、
開
催
地
を
決
定
す
る
I
O
C
総
会
に
向
け

て
対
立
候
補
地
ロ
ー
マ
に
辞
退
し
て
も
ら
う
よ
う
ム
ッ
ソ
リ
ー
二
に
働
き

か
け
た
り
、
距
離
の
遠
さ
、
天
候
、
設
備
な
ど
に
不
安
を
持
つ
諸
外
国
に

対
し
、
積
極
的
な
P
R
活
動
を
行
い
、
一
旦
は
招
致
に
成
功
し
た
。
し
か

し
、
一
九
三
七
年
に
勃
発
し
た
日
中
戦
争
に
よ
り
返
上
の
や
む
な
き
に
至

っ
た
。
本
章
は
こ
う
し
た
過
程
を
追
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
は
一
九
三
六
年
に
ド
イ
ッ
が
開
催
し
た
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
そ
れ
へ
の
日
本
の
反
応
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
が
自
己
の
「
栄
光
」
を
宣
伝
す
る
目
的
で
行
わ
れ

た
。
日
本
の
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
日
本
選
手

の
活
躍
を
大
々
的
に
報
道
し
た
。
日
本
国
民
は
選
手
の
活
躍
に
興
奮
し
つ

つ
、
壮
大
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
に
親
近
感
を
抱

く
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
国
民
が
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
に
乗
っ
た
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
の
為
政
者
ま
で
も
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
で
行
わ
れ
る
予
定
の
第
一
二
回
大
会
の
先
例
に
す
る
と

し
た
点
か
ら
も
、
ナ
チ
ス
ド
イ
ッ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
組
み
こ
ま
れ
て
し

ま
っ
た
。

　
第
六
章
は
、
一
九
三
四
年
、
マ
ニ
ラ
で
行
わ
れ
た
第
一
〇
回
極
東
選
手

権
競
技
大
会
、
い
わ
ゆ
る
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
に
日
本
の
全
面
的
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
一
九
三
二
年
に
成
立
し
た
「
満
州
国
」
を
参
加
さ

せ
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
紛
糾
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
一
九
二
二
年

に
マ
ニ
ラ
で
開
催
さ
れ
、
以
後
九
回
行
わ
れ
た
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”

の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
、
満
州
事
変
の
勃
発
と
「
満
州
国
」
の
誕
生
が
第

一
〇
回
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

「
満
州
国
」
側
が
大
会
参
加
を
働
き
か
け
た
が
、
日
本
が
賛
成
、
中
国
が

反
対
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
棄
権
し
、
「
満
州
国
」
の
大
会
参
加
は
絶
望
的
に

な
っ
た
。
し
か
る
に
、
な
お
日
本
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
三
国
間
で

「
満
州
国
」
問
題
を
め
ぐ
り
議
論
を
つ
づ
け
、
総
会
か
ら
中
国
代
表
が
退

席
す
る
に
至
り
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
新
た
な
組
織
と
し
て
東
洋
体
育

連
盟
を
誕
生
さ
せ
た
。
こ
れ
は
一
二
年
の
歴
史
を
持
つ
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
”
の
崩
壊
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
洋
“
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
”

の
起
源
か
ら
、
そ
れ
が
「
満
州
国
」
の
誕
生
に
よ
り
終
焉
し
た
こ
と
を
考

察
し
た
本
論
考
は
、
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

　
第
七
章
は
、
日
中
間
に
正
式
な
国
交
が
開
か
れ
て
い
な
い
時
期
に
お
い

て
、
両
国
間
に
ス
ポ
ー
ッ
交
流
が
行
わ
れ
た
経
過
と
、
そ
れ
が
両
国
の
国

内
政
治
、
国
際
政
治
に
反
映
し
て
い
か
に
利
用
さ
れ
た
か
を
明
ら
か
に
し
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た
も
の
で
あ
る
。
参
加
競
技
種
目
、
共
同
声
明
、
選
手
の
試
合
に
臨
む
態

度
な
ど
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
七
年
に
お
よ
ぶ
日
中
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
た
ど
る
時
、
中
国
側
が
ス
ポ
ー
ツ
に
政
治
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
、

文
化
大
革
命
時
に
は
中
国
選
手
が
毛
沢
東
語
録
を
う
ち
振
っ
て
登
場
し
、

”
反
動
政
力
〃
と
の
対
戦
を
拒
否
し
た
り
、
中
国
側
体
育
関
係
者
が
四
人

組
追
放
と
共
に
消
え
去
る
と
い
っ
た
事
象
が
現
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。　

第
八
章
は
「
参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
」
と
の
理
想
の
下
に
始
め

ら
れ
た
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
、
ソ
連
軍
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
駐

留
に
抗
議
す
る
ア
メ
リ
カ
の
呼
び
か
け
に
よ
っ
て
、
一
九
八
O
年
の
モ
ス

ク
ワ
大
会
が
六
六
か
国
に
よ
り
ボ
イ
コ
ッ
ト
さ
れ
、
「
参
加
し
な
い
こ
と

に
政
治
的
意
味
を
見
出
す
」
大
会
に
な
っ
た
こ
と
を
分
析
し
た
も
の
で
あ

る
。
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ソ
連
の
指
導
者
に
と
っ
て
、
ロ
シ
ア
革

命
以
後
六
〇
年
に
わ
た
る
ソ
連
社
会
主
義
を
世
界
に
誇
示
す
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
っ
た
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
は
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
よ
り
は

る
か
以
前
か
ら
、
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
考
慮
し
て

い
た
。
一
九
七
九
年
一
二
月
の
ソ
連
軍
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
は
、

ア
メ
リ
カ
政
府
の
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
絶
好
の
口

実
と
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
国
内
及
び
諸
外
国
に
対
し
、
ソ
連
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
ヘ
の
軍
事
行
動
が
継
続
す
る
限
り
、
ソ
連
に
対
す
る
報
復

措
置
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
不
参
加
を
表
明
し
、
そ
れ
へ
の
同
調
を
と
り

つ
け
に
か
か
っ
た
。
日
本
政
府
も
か
か
る
国
際
情
勢
の
下
で
は
モ
ス
ク
ワ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
こ
と
は
適
切
で
な
い
と
い
う
考
え
方
を
持
っ

て
い
た
が
、
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
が
ボ
イ
コ
ッ
ト
賛
成
の
意
向
を
示
し
た
こ

と
に
よ
り
、
さ
ら
に
不
参
加
の
政
府
方
針
を
強
め
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

を
は
じ
め
と
す
る
六
六
か
国
に
及
ぶ
国
々
の
大
会
ボ
イ
コ
ッ
ト
と
な
っ
た
。

五
輪
大
会
は
四
輪
あ
る
い
は
三
輪
大
会
と
堕
し
、
情
報
閉
鎖
国
家
で
あ
る

ソ
連
国
内
に
お
い
て
も
、
多
数
の
国
家
の
不
参
加
は
国
民
に
ソ
連
の
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
が
原
因
で
あ
る
と
気
づ
か
せ
た
。
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
に
は
、
か
く
て
国
勢
政
治
の
冷
戦
が
そ
の
ま
ま

反
映
さ
れ
た
。
ま
た
カ
ー
タ
ー
政
権
は
ア
メ
リ
カ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内
委

員
会
に
対
し
、
日
本
政
府
は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内
委
員
会
に
対
し
、

各
競
技
団
体
へ
の
説
得
、
補
助
金
の
カ
ッ
ト
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
発
行
中
止

な
ど
の
手
段
を
行
使
し
て
不
参
加
を
迫
っ
た
た
め
に
、
遂
に
日
米
両
国
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
国
内
委
員
会
は
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ヘ
の
不
参
加
を

表
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
間
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
政
治
に
左
右

さ
れ
る
こ
と
を
危
惧
す
る
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
働
き
か
け
、
テ

レ
ビ
の
独
占
中
継
権
を
獲
得
し
た
局
・
背
後
に
あ
る
新
聞
社
対
他
の
マ
ス

コ
ミ
の
軋
礫
、
政
党
と
世
論
の
動
き
な
ど
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
至
る
過
程
が
綿

密
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
外
交
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
政
治
と
ス
ポ
ー
ツ
と

の
関
係
を
分
析
し
た
好
論
文
で
あ
る
。

　
「
第
三
部
　
日
本
外
交
と
非
政
府
団
体
」
は
、
国
交
関
係
が
あ
り
な
が

ら
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、
両
国
関
係
が
危
機
に
陥
っ
た
時
、
非
政
府

団
体
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
日
本
と
台
湾
、
日
本
と
ソ
連
と
の
ケ
ー
ス

を
と
り
上
げ
る
。
ま
た
国
交
関
係
が
断
絶
し
て
い
る
時
、
相
手
国
の
最
高

指
導
者
が
死
去
し
た
際
の
弔
問
の
形
を
考
察
し
て
い
る
。
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第
九
章
で
は
、
一
九
五
七
年
に
成
立
し
た
日
華
協
力
委
員
会
を
と
り
あ

げ
る
。
そ
の
成
立
の
経
緯
を
探
り
、
委
員
会
の
活
動
の
原
型
と
も
な
っ
た

第
一
回
総
会
を
分
析
し
、
さ
ら
に
第
二
回
以
後
、
日
中
国
交
回
復
に
よ
っ

て
事
実
上
活
動
を
中
止
す
る
ま
で
、
一
六
回
ま
で
の
総
会
の
出
席
者
と
共

同
声
明
を
中
心
に
考
察
す
る
。
そ
の
間
、
日
台
間
に
危
機
が
生
じ
た
時
、

日
本
側
委
員
は
日
本
の
国
内
事
情
を
説
明
し
た
り
、
日
本
政
府
が
関
与
を

望
ま
な
い
事
項
に
関
し
て
政
府
に
代
わ
り
交
渉
及
び
決
定
の
役
目
を
果
し

た
り
、
政
府
の
代
弁
者
と
し
て
あ
る
程
度
の
役
割
を
担
っ
た
こ
と
等
を
、

一
九
六
三
年
の
周
鴻
慶
事
件
の
七
〇
年
の
周
四
条
件
へ
の
対
応
等
を
事
例

と
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
〇
章
は
、
一
九
六
四
年
、
社
会
党
使
節
団
の
ソ
連
訪
問
を
契
機
に

成
立
し
た
民
間
団
体
で
あ
る
日
本
対
外
文
化
協
会
が
日
ソ
関
係
に
果
し
た

役
割
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
党
色
を
薄
め
る
た
め
、
東
海
大
学
総

長
に
し
て
工
学
博
士
の
松
前
重
義
が
中
心
と
な
り
、
社
会
党
か
ら
専
任
の

事
務
局
長
を
入
れ
て
発
足
し
た
こ
の
会
は
ソ
連
、
東
欧
諸
国
と
の
文
化
交

流
を
進
め
た
。
活
動
の
分
野
は
学
術
文
化
面
か
ら
学
術
交
流
に
必
要
な
資

金
を
つ
く
る
た
め
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ベ
ー
ス
の
文
化
面
に
ま
で
わ
た
っ
た
。

世
界
的
に
知
ら
れ
た
赤
軍
合
唱
団
の
日
本
公
演
が
決
定
し
た
後
、
一
九
六

八
年
の
チ
ェ
コ
事
件
が
発
生
す
る
。
チ
ェ
コ
の
民
主
化
を
弾
圧
し
た
ソ
連
・

東
欧
軍
に
よ
る
チ
ェ
コ
制
圧
は
、
赤
軍
合
唱
団
の
訪
日
中
止
の
事
態
を
招

く
に
至
っ
た
。
ま
た
一
九
七
三
年
の
大
シ
ベ
リ
ア
博
覧
会
は
、
ソ
連
側
が

会
場
に
掲
げ
た
地
図
に
北
方
四
島
が
ソ
連
領
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
見
つ
け
た
外
務
省
が
後
援
の
取
り
消
し
、
政
府
代
表
の
開
会
式
出
席

中
止
を
通
告
し
た
。
日
本
側
の
責
任
で
こ
の
地
図
を
撤
去
し
て
無
事
開
会

に
こ
ぎ
つ
け
た
が
、
積
雪
と
、
強
風
に
よ
る
展
示
物
の
破
損
で
展
覧
会
の

中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
同
協
会
は
、
日
ソ
円
卓
会
議
を
開
催

し
、
政
府
間
外
交
が
行
き
詰
ま
っ
た
折
に
日
ソ
対
話
の
パ
イ
プ
を
つ
な
ぎ
、

留
学
生
の
交
換
な
ど
地
味
な
部
分
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
た
。

　
第
二
章
は
、
日
中
国
交
回
復
に
よ
っ
て
日
台
間
の
正
式
の
外
交
関
係

が
途
切
れ
た
後
、
死
去
し
た
蒋
介
石
総
統
及
び
台
湾
へ
の
日
本
の
対
応
を

分
析
す
る
。
（
一
）
日
本
の
大
新
聞
が
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
割
き
報
道
し

た
蒋
介
石
の
死
の
内
容
に
触
れ
、
（
二
）
日
本
は
政
府
が
動
く
こ
と
が
で

き
な
い
た
め
、
自
由
民
主
党
と
し
て
蒋
介
石
の
死
に
対
応
し
た
こ
と
を
探

り
、
（
三
）
そ
れ
に
対
す
る
中
国
政
府
の
厳
し
い
調
子
の
非
難
と
、
（
四
）

三
木
首
相
が
中
国
の
予
想
以
上
の
反
応
に
よ
り
そ
の
態
度
を
軟
化
し
、
弔

問
団
の
使
節
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
考
察
し
て
い
る
。
特
に
蒋
介
石

は
昭
和
二
〇
年
八
月
一
五
日
、
日
本
の
敗
戦
に
あ
た
っ
て
「
怨
に
報
い
る

に
徳
を
以
て
せ
よ
」
と
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
い
、
二
二
〇
万
に
及
ぶ
大
陸

の
日
本
軍
民
を
無
事
故
国
へ
送
還
し
た
こ
と
そ
の
他
に
よ
り
、
日
本
に

「
蒋
総
統
恩
義
論
」
が
根
強
く
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
弔
問
に
政
府
、
自

民
党
は
苦
慮
し
た
。
台
湾
の
プ
ラ
イ
ド
を
満
足
さ
せ
る
地
位
の
人
物
、
故

蒋
総
統
と
個
人
的
に
接
触
し
た
経
験
を
持
つ
人
物
、
台
湾
の
国
際
的
地
位

の
保
全
に
努
力
し
た
実
績
の
あ
る
人
物
、
と
い
う
三
条
件
か
ら
選
ば
れ
た

の
が
佐
藤
栄
作
元
首
相
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
自
民
党
総
裁
代
理
と
し
て

参
加
す
る
こ
と
に
中
国
が
反
発
し
た
た
め
、
佐
藤
元
首
相
は
特
使
で
は
な

く
故
蒋
総
統
の
親
し
か
っ
た
友
人
の
一
人
と
し
て
、
自
民
党
親
台
湾
派
の
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議
員
と
と
も
に
台
北
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
天
皇
の
大
葬
に
よ
っ
て

弔
問
外
交
は
外
交
的
に
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
本
章
は
国
交
が
な
い
国
家
間
の
弔
問
外
交
に
国
際
政
治
、
国
内
政

治
の
両
面
か
ら
迫
っ
た
研
究
で
あ
る
。

　
以
上
が
第
三
部
の
紹
介
で
あ
る
。

　
…
　
本
論
文
の
評
価

　
本
論
文
の
特
色
は
次
の
点
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
テ
ー
マ
の
と
り
あ
げ
方
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
ま
で
外
交
・
戦
争
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
関
し
て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
茶
本
繁
正
氏
、
現
代
史
研
究
家
半
藤
一
利
氏
、
愛
知
大
学
江
口
圭
一
教

授
に
よ
り
新
聞
の
対
応
に
つ
い
て
、
ま
た
映
画
評
論
家
に
よ
っ
て
映
画
史

の
一
環
と
し
て
の
「
戦
争
映
画
」
「
戦
意
高
揚
映
画
」
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
事
変
と
対
応
さ
せ
て
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
マ
ス
マ
ガ
ジ
ン
、

ニ
ュ
ー
ス
映
画
、
劇
映
画
を
体
系
的
に
扱
っ
た
も
の
は
、
従
来
の
研
究
に

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
満
州
事
変
へ
の
対
応
」
は
上
智
大
学
三
輪
公
忠

教
授
、
明
治
大
学
三
宅
正
樹
教
授
ら
と
行
っ
た
「
太
平
洋
戦
争
前
夜
－

一
九
三
〇
年
代
論
研
究
」
の
一
部
で
、
中
国
語
訳
も
さ
れ
た
。
「
日
中
戦

争
へ
の
対
応
」
は
盧
溝
橋
事
件
五
〇
周
年
の
日
中
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告

さ
れ
、
中
国
側
の
多
大
な
関
心
を
呼
ん
だ
論
考
で
あ
る
。
第
一
章
、
第
二

章
の
論
文
は
伊
藤
陽
一
慶
慮
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
な
ど
マ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
の
研
究
者
に
よ
っ
て
も
、
し
ば
し
ば
著
作
に
引
用

さ
れ
て
い
る
。

　
近
年
、
ス
ポ
ー
ツ
が
政
治
と
外
交
の
手
段
に
使
わ
れ
る
こ
と
は
次
第
に

明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
が
、
日
本
が
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
し
よ
う
と
し

た
一
九
四
〇
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
構
想
か
ら
挫
折
に
至
る
ま
で
、

こ
れ
ま
で
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
極
東
選
手

権
大
会
の
名
前
で
知
ら
れ
た
日
本
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
よ
る
通
称
東

洋
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
「
満
州
国
」
参
加
問
題
を
め
ぐ
っ
て
瓦
解
し
た
こ
と

も
、
従
来
研
究
対
象
と
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
中
ス
ポ
ー
ツ
交
流

に
つ
い
て
は
、
中
国
の
政
治
に
左
右
さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
考
察
し
な

が
ら
、
そ
れ
の
日
中
関
係
正
常
化
へ
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
。
中
国
体

育
史
か
ら
の
研
究
は
、
慶
慮
義
塾
大
学
体
育
研
究
所
の
笹
島
恒
輔
前
教
授

に
よ
る
詳
細
な
業
績
が
あ
り
、
政
治
と
文
学
に
つ
い
て
は
松
阪
大
学
の
小

山
一
二
郎
教
授
の
力
作
が
最
近
刊
行
さ
れ
た
が
、
日
中
交
流
の
観
点
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
を
と
り
あ
げ
た
も
の
は
少
な
か
っ
た
。
弔
問
外
交
の
研
究
は
、
一

九
九
〇
年
、
日
本
国
際
政
治
学
会
春
季
大
会
で
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
視
点
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
注
目
さ
れ
た
。

　
本
論
文
の
第
二
の
特
色
は
、
資
料
を
多
面
的
に
利
用
し
た
点
で
あ
る
。

外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
史
料
は
も
と
よ
り
、
ラ
ジ
オ
に
つ
い
て
は
N
H

K
放
送
博
物
館
、
マ
ス
マ
ガ
ジ
ン
は
講
談
社
の
社
報
な
ど
を
入
念
に
集
め
、

ス
ポ
ー
ツ
は
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ッ
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
東
京
市

役
所
編
の
『
第
一
二
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
東
京
市
報
告
書
』
、
日

本
体
育
大
学
図
書
館
所
蔵
の
『
東
亜
競
技
大
会
案
内
』
な
ど
、
市
販
さ
れ

て
い
な
い
調
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
類
、
非
売
品
の
自
伝
、
回
想
録
な
ど

に
も
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
非
政
府
団
体
に
つ
い
て
は
、
日
華
協
力
委
員
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会
の
推
進
役
で
あ
っ
た
国
策
研
究
会
の
定
期
刊
行
物
『
新
国
策
』
を
丹
念

に
調
べ
、
委
員
会
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
矢
次
一
夫
氏
に
直
接
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
行
い
、
資
料
で
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
部
分
を
補
っ
て
い
る
。

日
本
対
外
文
化
協
会
に
関
し
て
も
、
事
務
局
長
杉
森
康
二
氏
に
長
時
間
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
チ
ェ
コ
事
件
と
赤
軍
合
唱
団
の
来
日
の
舞
台
裏
、

大
シ
ベ
リ
ア
博
覧
会
の
地
図
撤
去
問
題
な
ど
、
現
場
の
責
任
者
の
貴
重
な

意
見
を
聴
取
し
て
い
る
。

　
な
お
本
論
文
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
の
諸
点
で
あ
ろ
う
。

　
（
↓
）
提
出
論
文
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
、
非
政
府
団
体
と

い
う
三
領
域
に
つ
い
て
日
本
の
政
治
、
外
交
と
の
係
り
を
論
じ
た
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
総
タ
イ
ト
ル
は
『
日
本
外
交
の
現
代
史
的
展
開
』
と

さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
『
現
代
日
本
外
交
に
み
ら
れ
る
若
干
の
課
題
と

そ
の
分
析
』
と
し
た
方
が
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）
右
に
述
べ
た
よ
う
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ
、
非
政
府
団

体
の
日
本
の
政
治
、
外
交
と
の
係
り
を
論
じ
た
と
い
う
点
で
は
、
あ
く
ま

で
も
ユ
ニ
ー
ク
な
労
作
で
あ
る
。
こ
の
点
は
い
か
に
強
調
し
て
も
強
調
し

す
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
か
え
っ
て
現
代
日
本
外
交

の
本
流
部
分
の
研
究
を
求
め
る
者
に
は
い
さ
さ
か
不
満
の
種
と
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
論
者
に
は
『
日
本
外
交
史
概
説
』
と
い
う
本

流
部
分
で
の
名
著
が
あ
り
、
そ
の
背
景
の
上
に
、
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
諸
課
題
に
挑
戦
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
明
記

し
て
お
き
た
い
。

　
（
三
）
各
部
と
も
「
む
す
び
」
の
部
分
で
、
論
者
の
見
解
、
批
判
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
た
な
ら
ば
、
本
論
文
の
重
厚
さ
は
一
段
と
増
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
第
一
部
で
は
、
諸
外
国
の
反

応
、
国
内
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
意
見
を
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
ど
う
と
ら
え
、

紹
介
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
も
触
れ
、
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、

第
三
部
で
は
最
近
の
台
湾
の
地
位
向
上
に
と
も
な
い
、
日
台
関
係
の
新
た

な
展
開
が
日
中
関
係
と
も
か
ら
ん
で
微
妙
な
状
況
に
来
て
い
る
だ
け
に
、

非
政
府
団
体
の
動
向
は
今
後
と
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
論
者
の
と

り
あ
げ
た
課
題
は
き
わ
め
て
今
日
的
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
「
む
す

び
」
の
部
分
を
い
ま
少
し
重
く
扱
っ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
若
干
の
意
見
を
述
べ
た
が
、
結
論
と
し
て
、
本
論
文
が
日
本
外

交
史
研
究
の
本
流
に
関
す
る
知
識
と
研
究
を
駆
使
し
た
上
で
、
従
来
ほ
と

ん
ど
未
開
拓
の
分
野
　
　
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
ス
ポ
：
ツ
、
非
政
府
団
体
ー

の
日
本
外
交
史
研
究
に
挑
戦
し
、
大
い
な
る
業
績
を
あ
げ
た
も
の
と
認
め

る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
論
文
は
博
士
（
法
学
）
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）

の
学
位
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
平
成
六
年
一
月
二
一
日

　
　
　
　
　
　
主
査
　
慶
磨
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
中
村
勝
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
科
委
員

　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
客
員
教
授
　
　
松
本
三
郎

　
　
　
　
　
　
副
査
　
慶
磨
義
塾
大
学
名
誉
教
授
　
　
内
山
正
熊
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